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清代八股文における破題・承題の作成法について（5）






























































































































































　　　 ⓐ歇語 : 歇語は乃ち文字の歇足の處なり。宜しく用いるべき所の者なり。其の義に虚歇・實歇・
順歇・逆歇の同じからざる有り。須らく其の文勢に隨いて斟酌して之を用うべし（『舉業辨字』
歇語辭第七・三十二葉・「歇語」条）。
　⑧ 耶 : 亦た疑うの辭なり。「乎」・「哉」字と相い類す。但し微かに婉轉（婉曲で含蓄ある）たる
詰問の意を帶ぶ。「乎」・「哉」字に較べて趣味（味わい）　悠長なり（『舉業辨字』歇語辭第七・
三十五葉・「耶」条）。












































　　［承題一句 :］正承なり。［承題二句 :］正点す。［承題三句 :］破［題］に應ず。
　　　此れ是れ正破・正承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十一葉・「破題」条）。
題目 : 人不知而不愠（『論語』學而）




















　　［承題一句 :］先ず「孝弟」を承く。［承題二句 :］正点す。［承題三句 :］次に「爲」を收む。
　　　此れ是れ正破・正承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十二葉・「破題」条）。
題目 : 君子務本（『論語』學而）















　　［承題一句 :］反承なり。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］「●」字を改たむ。
　　　此れ是れ正破・正承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十二葉・「破題」条）。
題目 :道千乘之國（『論語』學而）




















　　［承題一句 :］下に晋む。［承題二句 :］点題す。［承題三句 :］下文を反動す。
　　　此れ是れ下意を虚含する破承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十二葉・「破題」条）。
題目 : 雖曰未學（『論語』學而）










































































　　［承題一句 :］明承なり。［承題二句 :］反●一句。［承題三句 :］「得」字を轉点す。
　　　此れ是れ倒破・順承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十三葉・「破題」条）。
題目 : 不以禮節之（『論語』學而）








































































　　［破題上句 :］本題なり。［破題下句 :］暗に上文を我（找 : 補足）す。
　　［承題一句 :］反承なり。［承題二句 :］正還なり。［承題三句 :］上を我（找 : 補足）す。
　　　此れ是れ正破・反承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十四葉・「破題」条）。
題目 : 而衆星共之（『論語』爲政）








　　［破題上句 :］本題なり。［破題下句 :］倒して正意を我（找 : 補足）す。
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　　［承題一句 :］なし。［承題二句 :］翻するの一筆なり。［承題三句 :］「而」字の神を正点す。
　　　此れ是れ正破・反承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十四葉・「破題」条）。
題目 : 詩三百（『論語』爲政）





　　［承題一句 :］明承なり。［承題二句 :］下意を反承す。［承題三句 :］轉点し，下意を正含す。
　　　此れ是れ下を含むの破承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十四葉・「破題」条）。
題目 : 有恥且格（『論語』爲政）





























































































　　［破題上句 :］本面なり。［破題下句 :］暗に上意を我（找 : 補足）す。

















　　［承題一句 :］先ず下を注す。［承題二句 :］題に還る。［承題三句 :］一句を收む。
　　　此れ是れ分破・分承なり（『初學玉玲瓏』不分卷・十五葉・「破題」条）。
題目 : 是知也（『論語』爲政）








































































































































































































　　　 ［承題一句 :］「省」・「身」を正承して一筆す。［承題二句 :］「日三」二字を轉出す。［承
題三句 :］二句もて断 （收）す。
　　　［頭注 :］題の字を点し，上句の「身」字を頂く（『幼童舉業啓悟集』初集・一葉～二葉）。




























































































　　［承題一句 :］反承なり。［承題二句 :］題句を正点す。［承題三句 :］断 （收）す。
　　［頭注 :］なし（『幼童舉業啓悟集』初集・一葉）。
題目 : 攻乎異端（『論語』爲政）












　　［承題一句 :］虚反もて承を作る。［承題二句 :］「攻」字を正点して轉ず。［承題三句 :］なし。































































　　［承題一句 :］正承して一筆す。［承題二句 :］題面を正点す。［承題三句 :］断 （收）す。
　　［頭注 :］なし（『幼童舉業啓悟集』初集・二葉）。
題目 : 子張問十世可知也（『論語』爲政）

















　　［破題上句 :］題面を明破す。［破題下句 :］倒して上文を我（找 : 補足）す。






























































































　　 ［承題一句 :］反題正承なり。［承題二句 :］題に扣（触れる）して一句を点す。［承題三句 :］
破題を照して （收）む。
　　 ［頭注 :］破題の「其」字は，［破題の］上［句］の「賢者」を頂き，点題す。 （收）句の「其」
字に至れば，倶に上の「子賤」を頂く（『幼童舉業啓悟集』初集・三葉）。
題目 : 由也好勇過我（『論語』公冶長）七葉













　　 ［破題上句・下句 :］二句もて先ず破「行己」を破き，次に上「君子」を我（伐 : 補足）して，
「恭」字を破く。
　　 ［承題一句・二句 :］二句もて「君子」を我（找 : 補足）し，承を作る。［承題三句 :］上を
我（找 : 補足）して （收）む。
　　［頭注 :］是れ順破なり，亦た是れ分破なり（『幼童舉業啓悟集』初集・三葉）。
題目 : 歸與歸與（『論語』公冶長）






　　［承題一句 :］一句もて反承す。［承題二句 :］［題］面を正点す。［承題三句 :］下を含む。
　　［頭注 :］「决計」は是れ両個の「歸與」字よりするなり（『幼童舉業啓悟集』初集・四葉）。
題目 : 曰與之庾（『論語』雍也）















　　［承題一句 :］反承す。［承題二句 :］題句を比点す。［承題三句 :］上を果して （收）む。
　　［頭注 :］なし（『幼童舉業啓悟集』初集・四葉）。
題目 : 以與爾隣里郷黨乎（『論語』雍也）









































　　［承題一句 :］反承なり。［承題二句 :］二句は題句を正点す。［承題三句 :］破題の内に應ず。
　　［頭注 :］なし（『幼童舉業啓悟集』初集・四葉）。
題目 : 不如樂之者（『論語』雍也）





　　 ［破題上句 :］「楽」字を明破す。［破題下句 :］次に上句を我（找 : 補足）して，下の「如」
意を暗破す。


























































































































































































　 饌以盛，稱禮至隆也 ⁄ 夫饌雖薄亦所以明敬也，况其為盛焉者，其禮不至隆乎（饌するに盛を
以てするは，禮の至隆なるを稱す ⁄ 夫れ饌は薄きと雖も亦た敬を明らかにする所以なり，况
んや其の盛と為す者をや，其の禮　至隆ならずや）
　　［破題上句 :］題面を明破す。［破題下句 :］注の「主人之礼」に照らす。
　　 ［承題一句］「饌」に從いて「盛」字を反折す。［承題二句 :］一筆もて「盛」字を跌起す。［承
題三句 :］層次有り，破は應じて承く。
　　［頭注 :］なし（『幼童舉業啓悟集』初集・六葉）。
 （つづく）
